
【小幡出張所長】

４月１日付けで大河津出張所長でまいりました小幡と申します。越後平野を洪水から守る根幹施設

である大河津分水を担当するということで、責任の重さを感じております。昨年７月の新潟・福島豪

雨では、信濃川の大出水により、いつ堤防が決壊してもおかしくない状況でしたが、大河津分水がそ

の防災機能を発揮するとともに、地域の皆様方の水防活動が効果を発揮し、無事水害を防ぐことがで

きました。

また、昨年１１月には新可動堰が通水し、より一層治水安全度が高まりましたが、さらなる安全確

保のため、引き続き着実に整備・管理を行っていきたいと考えておりますので、今後ともご理解とご

協力のほどよろしくお願いします。
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今号は平成２４年４月１日付け異動で着任した出張所職員と、新規工事の現場代理人を紹介いたします。今号は平成２４年４月１日付け異動で着任した出張所職員と、新規工事の現場代理人を紹介いたします。

新任職員からのごあいさつ

【村元技術係長】

4月1日付けで大河津出張所技術係長でまい

りました村元と申します。３月まで砂防関係事

業の担当として新潟市にある本局に勤務してい

ましたが、この度、大河津出張所技術係長を拝

命いたしました。越後平野を水害から守るため

の基幹施設である大河津分水を担当するとした

責任の重さを感じ、身が引き締まる思いではあ

りますが、技術係長として大河津出張所に勤務

できることを大変光栄に思う次第であります。

歴史ある大河津分水路と昨年から通水を開始し

た新しい可動堰が、より一層皆様に 親しまれ

るように、微力ではありますが、尽力させて頂

きます。何卒、宜しくお願い致します。

村元技術係長

小幡出張所長

大井建設監督官

【大井建設監督官】

4月1日付けで建設監督官でまいりました大

井と申します。大河津可動堰改築事業に係る工

事の監督を担当させて頂きます。越後平野を水

害から守るという重要な役割を担う大河津分水

路、その基幹施設となる可動堰の改築事業を担

当させて頂くということで、身が引き締まる思

いです。無事に工事が完了できるよう精一杯努

力して参りますので、何卒よろしくお願い致し

ます。今後、可動堰改築事業は、平成25年度

の完成に向けて最後の仕上げの時期となりつつ

あります。地域の皆様におかれませしては、

工事車両の通行等でご不便をおかけしておりま

すが、引き続きご理解とご協力をお願い致しま

す。

何卒、よろしくお願い
致します。



工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121（建設監督官在所）

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

建設監督官（可動堰改築担当）：大河津可動堰改築事業に関する工事監督等

『可動堰なんでも電話』を開設し、みなさんからのご意見・ご質問などをお待ちしております。
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信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

信濃川大河津資料館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/ohkouzu/index.html

大河津可動堰情報館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/kadouzeki/

大河津NEWS

大河津可動堰情報館ホームページから、毎月１日には可動堰回覧板の最新号をご覧頂けます。また、
バックナンバーも合わせてご覧頂けます。アドレスは「http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/kadouzeki/」です。

4階展望室からの様子（写真上）
お茶を楽しむ会の様子（写真下）

第第7070回分水おいらん道中と信濃川大河津資料館で行われた回分水おいらん道中と信濃川大河津資料館で行われた
「お茶を楽しむ会」の様子を紹介します。「お茶を楽しむ会」の様子を紹介します。

工事担当者からのごあいさつ

現場代理人・古塩 透

この度、新可動堰改築工事に伴い、右岸下流部の築堤護岸工事並びに管理橋の
右岸橋台下部工工事(１基)を施工することになりました株式会社中越興業です。

このような一大事業に携わることが出来る喜びとともに、責任の重大さを感じ身
の引き締まる思い出一杯です。

個人的には、11年程前に大河津洗堰の改築工事に伴い、隣接する猿橋川の管理橋
下部工工事に従事させて頂き、事故も無く無事に竣工を迎えられ「安全管理優良請
負者表彰」も頂きましたが、今回も先人の技術者並びに諸先輩方に恥じぬように、
関係者一同「安全第一」で施工したいと考えて居ります。

尚、地域の皆様方には大変御迷惑を御掛けするかと思いますが、御理解並びに
御協力の程宜しく御願い致します。

現場代理人・草場 克彦

新可動堰の通水に伴い、右岸最下流部の低水護岸工事を施工させて頂くことに
なりました株式会社曙建設です。大河津可動堰改築事業という歴史的な事業に
参加させて頂き大変光栄に思っています。

工事を着手するにあたり過去の「可動堰回覧板」をひもとくと、先輩方が築かれ
た地域の皆様との繋がりや工事に対する強い思いが感じられ、私達も先輩方に負け
ぬよう一丸となって工事を行うという思いを強く致しました。

この工事では、土砂運搬作業が伴い多くの工事車両が公道を通行することになり、
地域の皆様にはご迷惑をお掛け致します。

安全第一は当然ですが、誠実に熱意を持って工事に取り組んでまいりますので
地域の皆様のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い致します。

4月15日（日）、第70回分水おいらん道中が行われ、豪華絢爛な
衣装を身にまとった「信濃」、「桜」、「分水」の三太夫と総勢70
名の付き人たちが大河津分水公園を出発し、大河津分水桜並木を練
り歩きました。今年は旧可動堰の撤去工事が始まるため、新可動堰、
旧可動堰、おいらん道中の3つを一緒に見ることができる最後の年
で、信濃川大河津資料館の4階展望室からも多くの方が見物されて
いました。

また、NPO信濃川大河津資料館友の会による「お茶を楽しむ会」
が信濃川大河津資料館4階展望室にて行われ、おいらん道中と雄大
な大河津分水の景色を眺めながらのお茶会にたくさんの方が楽しま
れていました。「美味しいお茶とお菓子をいただいて、大河津分水
の素敵な思い出になりました」と県外から来られた方の声が聞かれ
ました。


